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2021年10月22日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：斎藤　慶大
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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞
院内研修の予定　
　日　時：10月26日（火）、28日（木）17:30～18:30

　場　所：メンタル3階　会議室

 　テーマ：｢感染対策　インフルエンザ、ノロ、新型コロナについて｣

　講　師：感染対策委員会　委員長
＜全体連絡＞

・来週インフルエンザワクチンの接種が有ります(青陽館スタッフ分は全員26日で希望入力済み)

＜利用者様の評価について＞
・2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう
対象利用者様→山下　拓也様
＜利用者様情報＞

デイケア
・佐々木　理佳様～訪問看護より情報提供あり。退院後2度就労を行っているとの事だが、スタッフや他の利用者に自分の陰口を言われている為行きたくないと話しているとの事。また、運転中にすれ違った車の運転手が自分の悪口を言っている気がすると被害妄想内容が活発に聞かれていたとの事。デイケア利用についても利用者同士で自分のことを悪く話していると話し拒否的であったとの事。訪問看護師より気持ちが落ち着くまでデイケアを利用し、スタッフに相談するよう伝えると、検討すると返答があったと。来所時は体験利用からの形で対応していく事としている。

・坂本　秀男様～ケア会議実施。参加者：泉氏(介護支援専門員)、小坂氏(青風荘管理者)、白石氏(グループホームスタッフ)、蕨野(青陽館OT)11月1日から青風荘に入所、デイナイトケア新規利用開始となり、それに伴うケア会議を本日実施している。以前より金銭管理に執着があり、今後の管理方法の検討や、入浴、食事提供面等の日常生活一般に関する情報の交換を実施している。青陽館スタッフからは精神面は概ね安定しているが、環境が大きく変わる為、精神面の変化や体調悪化が生じる可能性が有る事を伝え、その際には主治医、外来等の関係各所と連携を図り、定期的にデイナイトケア利用が行えるよう支援していく事を伝えている。

ショートケア
・田端　希依子様～相談があるとの事でスタッフに話しかけがある。デイケア内の特定他利用者様との関係性についての悩みであり、その利用者様から頻繁に電話やLINEが来るようであるが、その内容や態度、頻度や時間などが自分勝手であり疲弊していることを話している。最初15～20分ほどは相手への不満感や苛立ちを話すことに終始していたが、傾聴し状況を整理していく中で、自分自身の自信の無さ・人に嫌われちゃうんじゃないかという怖さから、自分をすり減らして他者に優しくしたり、相手に合わせすぎたりしてしまい精神的負担になる傾向が有る事を話している。そのことを共感して伝え、今回のトラブルを自分自身を変える良い機会と捉えるよう伝えると「確かに自分の自信の無さが悪循環になってます。自分でも変わらなきゃって思います」と話し、この部分に関連した過去の出来事などを語っている。今回のその利用者様との関係性については少し冷却期間を設けたいが、縁を切りたいわけではなくちょうど良い距離感の友達でいたいと話している。相手の性格的特徴も関係し、電話やLINEで思いを伝えても、理解してくれないことが多いとの事であり、デイケア内でその利用者様と対面で話し合う機会を設け、そこにスタッフが同席しても良いことを提案している。「ほんとですか！？嬉しいです。でも…言うの少し怖いです。嫌われちゃうんじゃないかって…。」と答えており、時間を掛けて心の準備を整え、話し合いに向けてスタッフとともに作戦会議を行っていく事を提案すると納得され面談を終えている。
デイナイトケア

・淡路　智恵子様～青風荘より情報提供あり。昨日の帰荘時に玄関の上がり框で足がもつれて、ふらつく様子があったとの事。本日のデイナイトケアでは歩行の不安定さはなく、体調の確認をすると「大丈夫。腰も痛くない。」と返答している。会話の中で「アパートか市営住宅に行きたい。青風荘は嫌だ。」ということがあり、理由を問うが返答は無い。

・古館　ヨリ様～青風荘より情報提供あり。青陽館へ向かう際に「行きたくない。」と話していたとの事。来所時は「甘いおやつは週１回なの？」と話しかけがあり、青風荘と同じであると伝えると「食べたい。」と返答している。内服薬と注射薬がなくても糖尿病が安定している為、今の食生活を続けるように提案すると（病気が）「どうなっても良い。」と投げやりな発言がある。週１回の甘いおやつを楽しみに生活してはどうか伝えている。


